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(和 訳)骨形成細胞シートを用いた家兎移植臆骨孔聞の早期治穂

促進

論文内容の要旨

[目的]膝前十字靭帯を代表とする靭帯再建術では、移植腿と周囲の骨孔骨組織間の治癒が得られる

まで、積極的なリハピリテーションは避ける必要があり、本格的な活動復帰には l年近くを要するのが現

状である。移植膿骨孔聞の治癒を早期に得ることができれば、術後期間の短縮が可能となる。移植髄

骨孔間治癒においては移植臆周囲に出現する骨芽細胞が重要な役割を果たすとされている。そこで

本研究では、偽関節モデルにおいて骨癒合促進効果が認められている骨形成細胞シート(OMCS)を、

移植臆骨孔聞の早期治癒促進に応用できなし哨瓦を検討Lた。

[方法]16週齢日本白家兎 16羽の骨髄問葉系幹細胞(MSC)を初期培養後、 1X 104cells/cm2の細胞

密度で 10cm培養皿に播種し、デキサメサゾン、アスコルビン酸添加培地で 2次培養を行い、 14日後

スクレーパーを用いて OMCSを採取した。まず OMCSの骨形成能評価のためアルカリフオスファター

ゼ(ALP)染色、 ALP活性、日リン酸 3カルシウムと背部皮下自家移植(n=3)を行った。次に腔骨近位に

径 3mm の骨孔を作製し、そこに近位を大腿骨より切離した長~l上伸筋臆を移植した。その際に、右腔骨

には OMCS移植を併用し(OMCS群)、左は併用しない対照群(Control群)とした。移植後 3週で組織

学的検討(n=3)および引張試験による力学的評価(n=10)を行った。力学的評価は、マイクロ CTにて

測定した骨孔長および移植臆周囲径で補正を行い、両群の引き抜き強度とした。また骨孔中間断面に

おける新生骨面積を測定した。

[結果]ALP染色、 ALP活性、背部皮下自家移植では OMCSの良好な骨形成能が示された。骨孔内

臆移植において OMCS群では移植臆周囲に旺盛な骨形成を認め、その新生骨は移植臆に鋲着して

おり、免疫染色にて I型コラーゲン陽性で、あったo OMCS群の新生骨面積(4.93士3.10mm2 )は

Control群 (3.85=1= 2.18 mm2 )より有意に高かった(p< 0.05)。腔骨からの移植臆引き抜き強度も

OMCS群(0.74=1=0.23N/mm2 )が Control群(0.58土0.15N/mm2)に比べ、有意に高かった(p<0.05)。

{考察]MSCを用いた再生医療は、近年盛んに報告されているが、 Scaffoldによる免疫反応等の障害も

懸念される。本研究で使用した OMCSは Scaffold仕eeで移植でき、しカも移植臆骨孔間間隙の形状

に容易に適合し、充填させることができる。また本法は靭帯再建術における術後期間を短縮させること

ができるだけでなく、骨欠損が問題となる再々建症例においても有用であると考えられる。

{結論]本研究によって、 OMCSによる移植臆骨孔聞の早期治癒促進を得られる可能性が示された。


